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疑わずに（ヨハネ20:24-29）
今までのキリスト教の歴史を見ますと、迫害が激しく状況が険しいため、そこにいるクリスチャンの方々がとても弱くて力の無い存在だったゆえに、キリスト教が失敗したということは一度もありませんでした。逆に、表面的にキリスト教が認められうまくいっているときに、横道に外れることにより、結局、神様が望まれる教会ではなくなって、本当の意味で崩れていったということが事実です。と言いますのは、ついつい私たちは自分の中で勘違いするときがあります。なにはともあれ正しい信仰さえ持っていれば、クリスチャンは十分に勝利できるし、その後、証人の場に立って、その祝福の場に立つことができるということではないでしょうか。礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、どのように思っていらっしゃるのでしょうか。
今日の聖書を見ますと、イエス様が復活なさって弟子たちのところに訪ねてきたことを、弟子たちが、その時にその場にいなかったトマスという人にお話しをしたときに、トマスが「いや信じられないよ。そんなことはありえない」と疑って、「私が直接、釘の跡に手を入れて触って見ない限りは信じることはできません。死んだ人がよみがえるというのは、今まで聞いたことがありません」と言いました。ラザロが死んだところから生き返ってきたというのはありますが、あのように十字架につけられて槍に刺され、完璧に息を引き取ってしまった人が生き返ってきたということは、かつていまだそのような例はないし、聞いたこともありません。トマスはそのように疑っていました。だから、信じることができず、信仰に立つことができなかったのです。そのトマスがいるときに、イエス様がもう一度、弟子たちのところに訪ねて来られ「トマス、疑わずに信じる者になりなさい。その時に、そうしながらイエス様の手を見せて、また脇腹を見せられました。トマスはその場で「イエス様。あなたは神であり、私の主です」と告白しました。最後に、イエス様が、「あなたは見たから信じるのか。信じることはよいのですが、見ずに信じる者は幸いです」とおっしゃいました。見ずに信じる者は誰でしょうか。今、礼拝をささげている皆さんひとりひとりが見ずに信じる者です。このお話を聞いただけで信じる者は幸いですとイエス様がおっしゃいました。正しい信仰さえあれば十分に勝利できることを、改めて今日心に留めて忘れないでいただきたいと願います。サタンは、クリスチャンが様々な理由を取り上げて信じないように、信仰から離れるように、信仰にしっかり立つことができないように邪魔するものだとも言えるでしょう。なぜ、しっかりと信じることができないのでしょうか。その信じることができない理由は何でしょうか。信じられないことだからでしょうか。そのことを今日考えていきたいと願います。
その理由は何かと言いますと、キリストから目を話してしまうと、キリストがポイントにならないと信仰は限界にぶつかるようになるということを覚えてください。つまり、信じることができない理由は、キリストをポイントにしていないからです。キリストから目を離してしまうと、理由はともあれ、必ず人間が持っているすばらしい才能の一つでありますが、理性の壁にぶつかるようになります。理性は、神様が他の被造物には与えられないで、人間だけに与えられた特別な賜物です。何かを考えて想像力をもっていろいろなことを研究することができる技能が理性です。理性は、私たちが人生を生きるために必要なものです。特に、神様の望みどおりに世界万物を治める立場に立つためには、この理性は欠かせないものです。ですから、この理性をもって教育をするし、学問の世界はこの理性によって成り立つものです。また、理性があるからこそ研究ができるし、研究によっていろいろな面で発展を遂げるようになる原動力は理性です。それを総合的にまとめたものを科学と言います。私たちが勉強をする理由も、知識があるということも、この理性に基づく内容でしょう。このような教育、研究、科学などは、理性の上に成り立つものなので、理性が納得する範囲の中で成り立つものです。それから離れていくものに対して認めることはありません。理性を多くの人が信仰の根拠にしようとしますが、必要なものであり、また、教育のためには欠かせないものですが、今日ぜひ覚えて忘れないでいただきたいのは、理性は信仰の根拠になるものではありません。理性の納得の中にあってこそ信じると世の中で言っています。特に、科学や教育のある人、学問の世界に入っている人こそ、この理性によって信じようとします。キリストから目を離してしまうと、この理性が先走ってしまうので、理性によって信じようとするから信仰の壁にぶつかるようになるし、信じることができなくなってしまいます。特に、今、勉強に励んでいるひとりひとりはぜひ覚えていてください。皆さんが勉強をすることはとても大切なことです。しかし、その勉強というものが、理性を根拠にして成り立っているということを忘れてはいけません。その勉強のやり方や勉強の方程式によって信仰を求めようとすると必ず信仰の限界にぶつかるということを忘れないでもらいたいと思います。多くの聖書を研究する学者の方々も、理性の中で聖書を解き明かそうとしていたのでどんどん聖書は神の言葉ではなくて、信じられない童話のような、おとぎばなしのような内容が聖書には多く書かれているという方向に流れるようになりました。その結果、世界の教会が沈んでいくようになっていったのです。
なぜ、理性に信仰を求めるようになったのでしょうか。理性そのものがいらないとか、認めないつもりではありません。それはキリストをポイントにしていないからです。そうすると、必ず私たちにある理性が動いて、その力を発揮して信仰の前に先走ってしまう結果になりますので、そのような危険性を察知していないといけません。しかし、この理性が信仰の根拠になれないというのは理性には限界があるのです。皆さんはそういうことを素直に認めなければなりません。学問の世界にいる人間は、これを認めようとしていません。いまだ不思議な様々なことは、私たちの理性によってまだ探っていないし、研究してそこまでたどり着いていないからであって、理性によって解き明かせないものなどは存在しませんと主張しています。しかし、それはただ威張っているだけのことであって、人間のことと人生、歴史を素直に認めていないことです。理性の面において優れていたニコデモという人が、イエス様とお話をしました。その話がまったくかみ合いません。イエス様は人間が本当に幸せになるためには、あなたが今まで勉強し取り入れていた内容によってではなく、御霊と水によって新しく生まれなければ神の国に入ることができません。神の国ということがポイントなのだとお話をしたら、「どうしたら人間は二度生まれることができるのでしょうか。母の胎に入ってもう一回生まれるのでしょうか」と言いました。それは理性です。理性の限界です。霊的な世界、霊的な事実、人間の精神的な世界も全部解き明かすことはできません。理性においては。だから、精神科においても今症状として現れている者をどうやって抑えるかどうかを議論することで、そこだけをタッチしてなぜそうなってしまったのかという原因については触れないことにしています。これが精神科の意見の一致です。そこはお互い理性をもって話しあいますと必ず限界にぶつかりますので。そして、本当のことを言いますと、人間の理性をはるかに超えた霊的な世界を認めざるを得ないことなので、そこは踏み込みたくないのです。
先日、精神科のお医者さんに聞きました。「精神科では、薬やいろいろな方法で症状を抑えることをしていますが、なぜこのようなことになってしまったのかについては触れないことにしています。もしそこを触れるとピンからキリまで話が複雑になるしややこしくなるので」という話がありました。これが理性の限界です。前にもお話をしたと思いますが、人間はこの理性がすべてを解決できると信じ込んでいる時期がありました。それが１６世紀ルネッサンスの時期です。それで理性の啓発を磨き、ものすごく発展を遂げるようになりました。それで「やはり私たちが思っていた通りだ」と喜んでいました。神様だとか宗教だとか、なにか目に見えない世界、理性のエリヤを超えた内容はこれからはもうやめようというのがルネッサンスです。ヒューマニズムでいいと。それで学問の世界はものすごく発展を遂げました。その結果、第一次、第二次世界大戦を迎えるようになります。その時に理性の限界を見るようになったのです。世界の優秀な物事を考える人たちは皆、疑問符を打つようになりました。私たちの理性の発展は何だろうという質問にぶつかるようになりました。理性は、限界があるものです。そこを私たちのいのちに関わる、また、私たちの人生そのものにかかわる信仰の根拠にするわけにはいきません。しかし、理性の壁にぶつかると、信仰は限界を見るようになりますので、疑うようになるし信じることができません。復活などありえません。理性の限界の中では信じられないことです。トマスはそのような罠に陥るようになっていました。
それから、キリストから目を離してしまうと、キリストというポイントを逃してしまうと、人生における様々な経験がありますが、その経験の壁にぶつかることによって信仰の限界を見るようになるということを覚えていてください。経験というものはとても大切なものです。だから、その経験によって人間には知恵が生まれます。西洋の薬もすばらしいですが、漢方薬について話を聞くと、これこそ知恵なのです。様々な経験と実験によって。実験も一つの経験でしょう。そこから生まれた知恵です。私たちもついついそういうことを口にするのではないでしょうか。「やはり、先祖の知恵はすごいです」と。先祖たちのいろいろな経験による知恵というものによって、私たちは恩恵を受けて生きているものではないでしょうか。知恵はすばらしいものです。経験によって生まれるものです。しかし、その経験も必要なものですが、信仰の根拠になるものではありません。その経験に信仰を求めることはできません。なぜかというと、その経験も人それぞれであるし限界があります。ものすごく単純に申し上げますと、今皆さんがものすごい経験をしたとしましょう。アフリカの方に行ったことがありますか。そこでの経験はないでしょう。ですから、自分の経験などが絶対的なものになって、それを信仰の根拠にするわけにはいかないのです。そこから、知恵が得られるすばらしいものではありますが、信仰の答えをそこから求めるようなものにはなりません。そうではないですか。それなのに、ときどき人々は自分の経験したことが絶対的であるかのように思って、それに捕らわれています。そこから中々、出ようとしません。それを個人から見たときには頑固と言います。ある意味では必要なもの、また、役に立つかもしれませんが、その経験が信仰の根拠にはなりません。しかし、キリストから目を離してしまうと、必ずこの経験が先走ってしまって、そこから信仰を求めるようになりますので信じられなくなります。信仰の限界を見るようになるということを忘れないでいただきたいと思います。
それから、もう一つ申し上げると、私たちがキリストから目を離してしまうと、常識という壁にぶつかって信仰の限界を見るようになるケースが多いです。常識。必要です。常識がなければ、また常識をしっかり理解して従わないと社会生活、人間関係が難しくなります。お互い違う人間同士、またいろいろな人間、文化が混ざり合って生きているものがこの社会というものなので、そこで必要なのがルールであり常識というものです。だから、その常識がなければ人間関係においてほとんど失敗をしているし困っています。それはほとんどが常識に欠けているからです。そういう意味で、人間関係を保ち、正しい社会生活のためには常識に精通しないといけないでしょう。けれども、常識が信仰の根拠にはなりません。常識は限界のあるものです。常識は、今は私たちに通じるかもしれませんが、百年前にはそのような常識がまったくなかったかもしれません。今私たちに必要な常識が、アフリカの社会や違う民族においては全く反対の意識がある場合もあります。これから百年後は今の常識はまったく非常識になるかも知れません。そうではないでしょうか。ですから、今、必要なものですが。常識というものは信仰の根拠にはならないということを覚えていてください。それなのにキリストを逃してしまう。キリストがポイントにならないと、ついこのような常識が先走って、そこから信仰を求めようとするので、最終的には疑いに陥って信じられなくなってしまう限界を必ず見るようになります。
このように私たちは、信仰の答えをしっかりと見つけなければなりません。正しい信仰の答え、まことの信仰の頼り、信仰の座というのはキリストです。私たちのいのちに関わる救いの祝福である信仰の答えはキリストから求めるものです。キリストに求めるものです。他の何かではありません。ここを私たちがうっかりしてしまうので、ついつい理性に圧倒され経験に惑わされ常識に捕らわれて信仰を失うことになってしまいます。疑わずに信じる者になりなさいとイエス様はおっしゃいました。なぜなのでしょうか。義人は信仰によって生きるわけですから。人生に勝利する武器は信仰です。理性でも常識でもありません。サタンは今も私たちが勝利することを恐れていて、私たちが勝利すると必ず証人となるからです。証人というのは、暗やみの力、悪魔の頭、悪魔のしわざを完全に打ち壊して勝利したという勝利の旗を立てる役割なので、サタンにとっては決定的なダメージになるので、一番恐ろしい相手です。だから、そうなれないように信じない者にしてしまうのです。理性を取り上げて、経験を前に立たせて、常識に捕らわれて信じない者にしています。私たちは、これからまことの信仰のものになって、まことの勝利の主人公になりましょう。そのためには信仰というものは、キリストに求めるものです。

そのためにまず皆さんに繰り返して申し上げていることですが、キリストしか見えない、キリストしか残らないように、キリストだけに集中できるような整理が求められます。それを別の言葉で申し上げると、キリストの絶対的な必要、キリストの絶対的な答えということに目覚めなければなりません。その証拠が何でしょうか。旧約の聖書がその証拠であり、新約で申し上げると、マタイの福音書からヨハネの福音書までがその証拠であり、特にローマ１章の内容がすべてその証拠です。それから、歴史を見ていても、皆さんの自分の人生を振り返ってみても、今現在の世界の情勢、皆さんの周りを見ていても、その答えを見ることができるようになります。人は何がどう変わろうが、どんなすばらしい発展があろうが関係なく希望がありません。根本的に人間は幸せになれないし変わりません。その究極の例が何でしょうか。創造の神様に召されて愛され、神様の奇跡を味わって見たにもかかわらず変わらないし希望がありません。それがイスラエルです。他は言うまでもないでしょう。ここに早く気づかなければなりません。もちろん、神様の恵みですが、だから本当にキリストの他に希望はありません。キリストの他には人生の答えはどこにもありません。だから、理性が必要であり、経験がものを言うかもしれません。けれども、そういったすべてが全部沈んでしまってキリストだけが残るのです。他は見るべきところはもう消えて無くなりました。キリストだけが残るように。それを皆さんに分かってもらうために、部隊の話もしました。ミュージカルや劇などを見ると、一幕から二幕、二幕から三幕に変わるときは、照明を消して真っ暗にしてしまいます。今までのすべてはその暗やみの中に閉じ込められて見えなくなるように。それでピンポイントでスポットライトが主人公の顔だけを照らす。それだけが残って、それ以外には死んでいかないようにすると、それがクリスマスであり、神様が私たちに語っているメッセージです。キリスト以外には希望がありません。キリストだけが残って、キリストだけに求めるようになるでしょう。キリストだけを見るようになるでしょう。キリストだけが信仰の根拠にはなります。
そして、このように唱えるようになります。「信じられません。そんなことがありえるか」というときに、一つ、皆さんが付け加えればいいのです。もし、そのお方がキリストならば、それは必然ではないのか。必ずそうならなくてはいけないでしょう。今まではありえなかったことでしょうが、もし一つだけの理由、キリストならば、キリストだったら、十字架にかけられ死の力を打ち破ってよみがえなければいけないでしょう。必ずキリストならば。そのように答えを求めるようになります。多くの学者たちが聖書を見ながら、海の上をイエス様が歩いていたことに対してありえないと、もはやキリストから目を離して理性が働くのです。そんなことは理解できない、納得できない。だから、これを書いた弟子たちが、イエス様を高く持ち上げるために少しオーバーに書いたのではないか。それから、川岸の方を歩いていたのに、光の反射によって水の上を歩くかのように見えただけでしょうという話をします。普通の人が聞きますと、そちらの方がより納得がいきます。皆、理性の中でそこに閉じ込められて生きているわけですから。そうすると信じられません。復活など、お墓の中からよみがえられたことなど信じられません。しかし、信仰はキリストに求めてください。すべてが信じられない要素、理由ばかりでしょうが、もしキリストならよみがえられなければいけないのではないでしょうか。なぜでしょうか。それが聖書の預言であり、それが私たちの罪の恐ろしさであり、私たちが救われるための神のプロセスであり、神様の約束であり方法です。十字架で死なれ、すべて葬って、それが完了した証拠として復活なさらなければキリストではありません。私たちの救いはありません。悪魔のしわざは壊れないのです。だから、人類の救い主、メシヤ、キリストならば復活しなければいけません。これが私たちの信仰の答えを求めるところです。
それから、このようにも言えるでしょう。キリストだからこそ、これは当たり前でしょう。当然でしょう。私たちの救い、人生の問題の解決は、人間では無理なので、神様ご自身が人間の体をとって人間となりました。キリストは神であり人間である唯一の方です。ですから、一般の人には理性の限界の中では無理でしょうが、神様にはできるだけではなくて、これ以上のこともおできになる方です。だから、キリストは神様ご自身です。なぜでしょうか。キリストは救い主ですから。本当にキリストだからこそ復活するのは当たり前で当然でしょう。キリストだからこそ、死の力、悪魔のしわざに捕らわれている理由がないし、そんなはずがありません。復活しなければいけないし、復活は当たり前で当然です。キリストだからこそ。だから、信仰はキリストに求めるものです。それ以外のものは、すべて消さなければなりません。信仰の根拠としては。
これが聖書の預言であり、また究極的には神様の恵みによってこのことに気づき信じるようになることでしょう。それで疑わずに信じる者になるのは大切なのです。復活を信じる者になった場合に、このような結論にたどり着くようになります。「なるほど、ならば十字架にかけられて死なれたイエス様は、処女マリヤから生まれたイエス様は、本当にキリストだったのだね。イエスはキリストなのだね。なるほど。イエスはキリストなのだね」という事実、信仰に釘を刺す結論になります。疑わずに信じる者になりなさい。なにをでしょうか。復活を信じなさい。キリストだから当たり前でないのか。キリストならば、そうしなければいけないでしょう。あなたがたの救いのために。だから、復活は本当です。なるほど。そうならばイエスはキリストだったのだね。イエスはキリストです。この告白にたどり着くようになります。これを幸せ、幸いと言います。なぜでしょうか。イエスはキリストだという信仰を持つこと、この信仰に釘を刺す瞬間、その人は今まで知らずに捕らわれていた滅びの運命の人生、絶望の淵に陥っていた人生、暗やみに捕らわれていてどうにもならない人生に終止符を打ち、永遠に戻ることができない完璧に解放されるようになりますので、イエスが本当にキリストなのだと気づき、その信仰を持つことになることは幸いなのです。そのために疑わずに信じる者になりなさい。誰でもこのイエスをキリストだと信じるその時に、誰でもです。永遠のいのちの祝福に預かり、聖霊がその人に永遠に宿る神の子どもに変えられます。誰でもイエス・キリストを信じるその瞬間、その人の内側からいのちの泉の川があふれ出るようになります。喜びがあふれ出て、まことの安らぎがあふれ出るようになり、人生の生きがいと希望、勝利があふれ出るようになります。このイエスがキリストだという信仰だけで。だから、幸いです、この結論を釘で刺すために、疑わずに信じる者になりなさい。なぜ疑うのでしょうか。理性が働いて、経験が先走り、常識にとらわれ、ときには過去の傷、トラウマに捕らわれる。そう言った内容は、信仰の根拠とは全く関係ないものであり、そこから、信仰の根拠を求めようとすると限界を見るようになることを、今日の聖書の箇所を通してぜひ心に留めていただきたいと思います
イエスはキリストです。これっぽっちも疑うような余地がありません。イエスはよみがえられました。だから、誰でもこのイエス・キリストを信じる者は、新しく生まれるようになります。二度生まれ新しくつくり変えられるようになります。古いものは過ぎ去って、すべてが新しく変えられるようになります。皆さん、自分自身を新しくしようと努力しないでください。新しい人生を求めて頑張って工夫したりしないでください。そこには新しい人生、新しい存在はありません。このキリストであるイエスを信じて受け入れるときに新しく生まれ変わり、また新しい人生が始まり、新しい被造物としてつくり変えられるようになる者です。落胆などしないように。多くの人が、クリスチャンでも新しくしようと、自分の問題を無くそうとして必死になって努力し頑張って、それが通じない場合には、またがっかりしたりするでしょう。それは勘違いです。神様は私たちに一度も新しくなりなさいとおっしゃったことがありません。できないから、イエス・キリストが十字架で死なれ、よみがえられました。このイエスを信じる者は新しくつくり変えられます。信じてください。疑わずに信じる者になりなさい。心の中に消えない者として刻んでください。義人は信仰によって生きます。うつになるような、落胆するような要素は一切ありません。イエスを信じないからです。キリストをポイントにしていないからです。キリストがぼやけてしまうと、すぐさま理性が先走ってしまいます。すぐさま経験が先走ってしまいます。それで私たちの信仰を邪魔します。この信仰が邪魔をされるので、私たちはついついまただまされて、失敗しなくてもよい失敗を繰り返してしまうようになるのです。

結論を申し上げましょう。皆さんの心の中、内側で、何か疑いをもたらすような内容、根拠がありましたら、それをしっかり見つけ出して全部切り離してください。そこに対して、今朝も言いましたがNOと突きつけてください。そして、信仰の根拠はただキリストだけにしてください。キリストだけを信仰の根拠にしてください。たとえ理性に合わないような内容でも、キリストをポイントにして、キリストから求めてください。キリストだからこそ。そうすると皆さんは、間違いなくイエス様はキリストだとしっかりとはっきり告白するようになるでしょう。この告白をはっきりとした確かなものにしてください。ここが私たちのすべての原点であり、勝利の鍵です。イエスはキリストです。皆さんの滅びの人生をすべてお墓の中に葬り、全く新しいもの、祝福のものにつくり変えられたキリストです。その告白の上に揺れることなく、疑うことなくしっかり立ってください。そして、いつでもその告白に立ってください。その告白の上に、疑わずに揺れることのない救いの確信を持って喜び、また神様の答えを確信して祈る祈りのクリスチャンになっていただきたいと思います。疑わないでください。皆さんが救われて幸いな者であることを疑わないでください。神様の答えが皆さんに与えられることに対して疑われないようにしてください。思い煩わないで神様に祈ってください。
そして、最後です。疑わずに皆さんは必ずこのイエス様をお証しするようになりますので、それを難しいことと思わないで約束として握ってください。言葉を変えますと、それを夢見て描きながら、イエス様を他の人に、イエス様を必要としている暗やみに捕らわれている人々に、お証しする自分の姿を想像しながら夢見て描きながら、その通りにならせてくださいと祈ってください。描いてください。必ずこのその通りになりますので。なぜでしょうか。イエスがキリストだと信じて受け入れた方なので。それで十分です。訓練は別次元の話です。皆さん、イエスがキリストだと信じるようになったこと、これこそが神様の恵みであり、だからこそ皆さんの能力とは関係なく、逆に皆さんの弱さと汚れた過去、汚いすべてを取り上げて、逆にイエス様をお証しする材料になります。何一つ悪いことはありません。十分できます。だから、まずそれを疑わずに信じて、それを想像してください。最近はテレビやビデオがありますので理解しやすいでしょう。昔は、信仰は目に見えないことがらの保証でありと言われてもよく分かりません。だから、ビデオを見るかのように、皆さんが主人公になって脚本を書いてください。誰々かに、未信者の状態で捕らわれさまよっている魂に、いろいろなきっかけがあって、神様の導きによりお証しする機会が許され証しをこのようにした。それでこの人がイエス・キリストを受け入れた後、一緒に弟子となって…ということを脚本に書いて、皆さんが主人公になってドラマを作ってください。それでその通りにならせてくださいというのが祈りです。別にむずかしくないでしょう。なぜ難しいのでしょうか。信じないからです。疑わずに信じる者になりなさい。信じる者が幸いです。皆さんは幸いな方です。必ずみことばどおりになりますので。問題は信じるときです。何も要求しません。信じるものになってください。疑わずに。
(祈り)

　愛する天の父なる神様、ありがとうございます。今日も、聖なるこの日、まことの神様に兄弟姉妹とともに礼拝をささげる幸いをありがとうございます。神様は私たちに最高のプレゼントを与えられ、クリスマスの祝福を与えられ、そして、最高の永遠のいのちの祝福を与えられました。そのすべてがイエス・キリストによって成り立ち、また与えられているものであることを感謝します。これを疑うように信じないように邪魔する力に惑わされないで、疑わずに信じる者にしてください。信仰にしっかり立って祈ることができるように、神様の答えを具体的に見ることができるクリスチャンになるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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